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2 0 2 4 - 2 5 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 ロ ー タ リ ー の マ ジ ッ ク 」  

2 0 2 4 - 2 5 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 互 い に 親 し み ・ 広 げ よ う 交 流 と 親 睦 」  

 

週  報  第 ２ ７ ５ ２ 回  

２ ０ ２ ４ 年 ７ 月 １ ９ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事        テーマ：委員会活動計画発表  

担  当：会長幹事        

次 回 例 会         テーマ：ガバナー公式訪問  

担  当：会長幹事 
♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ７ ５ １ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 
司 会  花 島 文 成  

 
「 我 等 の 生 業 」  「 夏 の 思 い 出 」  斉 唱  
「 四 つ の テ ス ト 」  唱 和  
 
お 客 様  
 
八 千 代 中 央 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  

会 長  島 田 直 弥 様  
幹 事  遠 藤 陽 介 様  

 

会 長 挨 拶     会 長  安 宅 照 男  

 
八 千 代 中 央 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  島 田 直

弥 会 長 、 遠 藤 陽 介 幹 事 よ う こ そ 八 千 代 ロ
ー タ リ ー ク ラ ブ に お 越 し 下 さ い ま し た 。 一
年 間 宜 し く お 願 い い た し ま す 。  

本 年 度 、 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 例
会 場 、 及 び 事 務 局 に つ い て は 引 き 続 き 、
パ ッ ソ ノ ヴ ィ ー タ と 致 し ま す 。 上 代 会 員 ど
う ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。 ま た 、 事 務

局 及 び ピ ア ノ 演 奏 に つ い て は 引 き 続 き 山
口 事 務 局 に お 願 い 致 し ま す 。  

７ 月 ５ 日 か ら ７ 日 に か け 当 ク ラ ブ 遠 藤 会
員 の 別 荘 に 行 き 、 恒 例 と な る 第 ２ ５ 回 八 ヶ
岳 ゴ ル フ ツ ア ー に 参 加 し て き ま し た 。 他 ク
ラ ブ の 友 情 参 加 を 含 め １ １ 名 の エ ン ト リ ー
で し た 。 天 候 に も 恵 ま れ ２ 日 間 楽 し く 和 気
藹 々 と プ レ ー す る こ と が で き ま し た 。 ち な
み に 一 日 目 の 優 勝 は 、 中 村 賢 治 会 員 、 二
日 目 の 優 勝 は 齊 藤 昌 宏 会 員 で し た 。 お め
で と う ご ざ い ま し た 。 残 念 な の は 、 以 前 は
２ ０ 名 以 上 参 加 さ れ て い た と 思 い ま す が 、
こ こ の と こ ろ 参 加 人 数 が 少 な く な っ て き て
い ま す 。 遠 藤 会 員 よ り 、 次 年 度 も 開 催 す
る こ と の ご 報 告 を 頂 き ま し た の で 、 多 く の
方 の ご 参 加 お 願 い 致 し ま す 。  

2 0 2 4 年 ７ 月 ３ 日 に 新 紙 幣 が 発 行 さ れ
ま し た 。 一 万 円 札 に は 日 本 最 古 の 銀 行 で
あ る 第 一 国 立 銀 行 を は じ め 、 多 数 の 会 社
に 関 与 し 、 彼 が か か わ っ た 会 社 は 、 日 本
を 代 表 す る 大 企 業 に 成 長 し て き た 実 績 を
も ち 、 日 本 経 済 の 発 展 の た め に は 、 な く
て は な ら な い 存 在 で あ る 。 そ う し た 功 績 か
ら 、 「 日 本 経 済 の 父 」 あ る い は 「 日 本 資 本
主 義 の 父 」 と 呼 ば れ る 渋 沢 栄 一 が 起 用 さ
れ ま し た 。  

五 千 円 札 に は 津 田 梅 子 。 ６ 歳 の 時 に 親
元 を 離 れ 、 岩 倉 使 節 団 の 一 員 と し て 渡 米
し 、 日 本 で 最 初 の 女 子 留 学 生 と し て ア メ リ
カ で 学 び ま し た 。 １ ７ 歳 で 帰 国 し 華 族 女 学
校 の 英 語 教 師 に 就 任 し ま し た が 、 女 子 の
地 位 向 上 の た め に 自 分 の 学 校 を 作 り た い
と 考 え 、 再 度 渡 米 し 、 ア メ リ カ の ブ リ ン マ
ー 大 学 で 生 物 学 を 学 ん だ 後 、 帰 国 し 女 子
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英 学 塾 （ 現 在 の 津 田 塾 大 学 ） を 設 立 し ま
し た 。  

千 円 札 に は 、 北 里 柴 三 郎 。 藩 立 の 西 洋
医 学 所 で 学 ん だ 後 、 東 京 医 学 校 （ 現 東 京
大 学 医 学 部 ） を 卒 業 し 、 内 務 省 衛 生 局 に
勤 務 、 そ の 後 、 ド イ ツ に 留 学 、 世 界 初 の
破 傷 風 の 治 療 法 を 開 発 し た 細 菌 学 者 で
す 。  

紙 幣 の デ ザ イ ン が 変 わ る の は 2 0 0 4 年
以 来 、 2 0 年 ぶ り だ そ う で す 。 新 紙 幣 の 偽
造 防 止 の 強 化 と し て 、 世 界 で 初 め て と な
る 最 先 端 の ホ ロ グ ラ ム 技 術 が 導 入 さ れ 、
紙 幣 を 斜 め に 傾 け る と 肖 像 が 立 体 的 に 動
い て 見 え る ほ か 、 「 す か し 」 は 、 肖 像 を 映
し 出 す だ け で は な く 、 紙 の 厚 み を 微 細 に
変 え 、 高 精 細 な 模 様 を 施 し て い る そ う で
す 。 た だ 、 駅 の 券 売 機 等 は 地 域 に よ り 異
な り 、 対 応 作 業 を 進 め て い る 状 況 で 、 ま
た 、 飲 料 な ど の 自 動 販 売 機 な ど は 当 面
は 、 新 紙 幣 が 使 え な い そ う で す 。  

本 日 第 １ 回 理 事 会 が 開 催 さ れ 、 2 0 2 3
－ 2 4 年 度 決 算 承 認 と 2 0 2 4 － 2 5 年 度 予
算 案 も 齋 藤 会 員 よ り ご 報 告 が あ り ま し た 。
詳 細 に つ い て は 、 寺 沢 幹 事 よ り 報 告 が あ
る と 思 い ま す 。  

本 日 は 各 委 員 長 よ り 活 動 計 画 を 発 表 し
て 頂 き ま す 。 宜 し く お 願 い い た し ま す 。  

 

幹 事 報 告       幹 事  寺 沢 一 三  

 
【 理 事 会 報 告 】  
・ 2 0 2 3 - 2 4 年 度 決 算 及 び 、 2 0 2 4 - 2 5
年 度 予 算 。  承 認  
・ 服 部 友 則 市 長 へ 名誉会員就任依頼  
・ 直前会長幹事 慰 労会の件 8 / 2  
・ 2 0 2 7 - 2 8 ガバナーノミニー・デジグ
ネートについて  
・ 2 0 2 4 - 2 5 年度 地区奉 仕プ ロ ジェ クト
セミナー  
・ 青少年交換留 学 生受け入れについて  
・ ク ラ ブ 協 議 会 開 催 に つ い て 今 年 度 ３
回 開 催 予 定 ( 6 0 周 年 記 念 ・ ビ ジ ョ ン
2 0 3 0 ・会員増強 について等 )  
・ 2 0 2 4 － 2 5 年度 第 1 回会長・幹事会  

・ 社会福祉協議会チャリティーゴルフ  
・ ７ / 2 6 ( 金 ) 1 2 ： 3 0 ～ 1 4 ： 3 0 ガ バ ナ ー
公 式 訪 問 で す 。 是 非 全 員 の 出 席 を お
願 い 致 し ま す 。  
・ 今 年 度 よ り ｶ ﾞ ﾊ ﾞ ﾅ ｰ 月 信 の 配 布 部 数
が 減 り ま す の で 、 冊 子 ・ W E Ｂ 閲 覧 に つ
い て の 希 望 ｱ ﾝ ｹ ｰ ﾄ を 回 覧 し ま す 。  
 

委 嘱 状 手 交  
 
2 0 2 5 - 2 6 年 度 2 7 9 0 地 区 第 1 2 ｸ ﾞ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ  

ｶ ﾞ ﾊ ﾞ ﾅ ｰ 補 佐   杉 山 智 基 会 員   

 
八 千 代 中 央 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  

会 長  島 田 直 弥 様  

  
２ 回 目 の 会 長 職 と な り ま す が 、 ま だ

ま だ 不 勉 強 な と こ ろ が ご ざ い ま す の
で 、 し っ か り と こ の 1 年 を 乗 り 切 っ て
行 き た い と 考 え て お り ま す 。 ど う ぞ よ ろ
し く お 願 い 致 し ま す 。  
 
八 千 代 中 央 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  

幹 事  遠 藤 陽 介 様  
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 わ た く し も ２ 回 目 の 幹 事 と な り ま す 。
こ の ２ 年 で 会 員 増 強 も 進 み ま し た の
で 、 な か な か 実 行 で き な か っ た 奉 仕 プ
ロ ジ ェ ク ト も 進 め 、 少 し ず つ 活 気 が 戻 っ
て き て い る よ う に 感 じ て い ま す 。 島 田 会
長 と 共 に 、 助 け 合 っ て 行 動 し て い こ う と
思 っ て お り ま す 。 １ 年 間 よ ろ し く お 願 い
致 し ま す 。  
 

委 員 会 報 告  
 
社 会 奉 仕 委 員 会    委 員 長  中 村 賢 治  

 
 第 4 3 回 福 祉 振 興 基 金 チ ャ リ テ ィ ゴ ル フ
大 会 が 開 催 さ れ ま す 。  
日 程 ： ９ / ９ ( 月 )   
場 所 ： 鷹 之 台 カ ン ツ リ ー 俱 楽 部  
八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ か ら ２ 組 参 加 と な
り ま す 。  
 
雑 誌 委 員 会     委 員 長  日 下 部 良 夫  

 
今 年 度 ｶ ﾞ ﾊ ﾞ ﾅ ｰ 月 信 は 配 布 部 数 が 減 り

ま す 。 ロ ー タ リ ー の 友 は 会 員 数 配 布 と な り
ま す が 、 い ず れ も W E B で 閲 覧 が 可 能 で
す の で 、 皆 さ ん の 希 望 に つ い て ア ン ケ ー
ト を 取 り ま す 。 ご 記 入 を お 願 い し ま す 。  
 
親 睦 活 動 委 員 会    委 員 長  飯 田 明 彦  
 

直 前 会 長 幹 事 慰 労 会 を 開 催 し ま す 。  
日 程 ： ８ / ２ ( 金 )  1 8 ： 3 0 点 鐘  
場 所 ： パ ッ ソ ノ ヴ ィ ー タ  
 

稲 山 雅 治 会 員  
 

ｵ ﾘ ﾝ ﾋ ﾟ ｯ ｸ 支 援 と し て 八 千 代 市 が 市 民
会 館 小 ホ ー ル と イ オ ン 緑 が 丘 で ﾊ ﾟ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ｸ
ﾋ ﾞ ｭ ｰ ｲ ﾝ ｸ ﾞ を 開 催 し ま す 。  
７ / 2 7 ( 土 ) 1 6 時 か ら 市 民 会 館 で オ ー プ ニ
ン グ セ レ モ ニ ー を 行 い 、 第 １ 試 合 は 1 7
時 か ら の 予 定 で す 。 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ
ブ 分 と し て ﾊ ﾟ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ｸ ﾋ ﾞ ｭ ｰ ｲ ﾝ ｸ ﾞ 会 場 内 に
２ 席 用 意 が あ り ま す 。 予 約 不 要 で す 。  
８ / ９ ( 金 ) 1 6 時 か ら も 同 会 場 と な り ま す の
で 、 皆 さ ま ど う ぞ ご 参 加 下 さ い 。  
 

お 祝 い  
 
本 人 誕 生 日 ： 江 口 会 員  

 
夫 人 誕 生 日 ： 菊 川 瑞 江 様  

 

例 会 行 事  
 
委 員 会 活 動 計 画 発 表  

幹 事  寺 沢 一 三  
 
 各 委 員 会 の 活 動 計 画 を 発 表 し て 頂 き ま
す 。 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 

会 計   齋 藤 敏 夫  
 
・ 2 0 2 3 年 度 決 算 は ７ / ５ 上 代 会 員 に 監
査 を 受 け 、 適 正 な 旨 報 告 を 頂 き ま し た 。  
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・ 2 0 2 4 - 2 5 年 度 予 算 に つ い て は 、 現 執
行 部 に て 適 時 進 行 頂 き ま し た 。  

・ 各 委 員 会 に お か れ ま し て は 、 予 算 に 基
づ き 適 正 な 運 用 を 望 み ま す 。  
 
会 場 監 督 Ｓ Ａ Ａ    正 Ｓ Ａ Ａ  植 村 正 徳  

 
基 本 方 針 ： 本 年 度 Ｓ Ａ Ａ は 会 長 の 掲 げ る
方 針 に 則 り ク ラ ブ 活 動 に お い て 風 紀 と 品
格 を 守 り つ つ 、 例 会 を 中 心 に 全 て の 会 議
が 秩 序 正 し く 連 営 さ れ る よ う 関 係 委 員 会
と 連 絡 を 取 り な が ら 会 場 内 の 監 督 を し て
参 り ま す 。 そ し て 厳 粛 な 中 に も 和 や か な
雰 囲 気 の あ る 会 場 設 営 に 務 め ま す 。  
活 動 計 画 ：  
1 . 会 場 設 営 、 会 場 監 督 に 手 落 ち が な い
様 毎 回 確 認 す る  
2 . 来 訪 の お 客 様 に お も て な し の 心 を も っ
て 接 し 、 失 礼 の な い 様 に 気 配 り 目 配 り し 、
気 持 ち よ く お 過 ご し 頂 け る よ う 努 め る  
3 . 例 会 場 変 更 の 場 合 も 親 睦 活 動 委 員 会 、
会 長 幹 事 と 連 絡 を と っ て 運 営 に 支 障 な き
よ う に 努 め る  
4 . 例 会 時 間 厳 守 の 奨 励 、 例 会 中 の 私 語
に 対 す る 注 意 喚 起 等 、 秩 序 あ る 例 会 運
営 に 取 り 組 む  
5 . 新 入 会 員 の フ ォ ロ ー を 忘 れ ず 、 孤 立 し
な い 様 に 気 配 り を す る  
6 . 出 席 委 員 会 と 連 絡 し 例 会 の 食 事 の 個
数 確 認 、 手 配 を す る  
 
職 業 奉 仕 委 員 会    委 員 長  鈴 木 利 雄  
 
基 本 方 針 ： 奉 仕 の 第 二 部 門 で あ る 職 業

奉 仕 は  事 業 及 び 専 門 職 務 の 道 徳 的 水
準 を 高 め 、 品 位 あ る 業 務 は す べ て 尊 重 さ
れ る べ き で あ る と い う 認 識 を 深 め 、 奉 仕
の 理 念 を 実 践 し て い く と い う 目 的 を 持 っ
て 活 動 し て い き ま す  
活 動 計 画 ： 四 つ の テ ス ト の 唱 和 、 実 践  
職 業 奉 仕 倫 理 の 推 進  

四 つ の テ ス ト の 実 践 に つ い て 、 ロ ー タ
リ ー の 友 ３ 月 号 に あ っ た ア ー チ ッ ク 会 長
の 言 葉 を 紹 介 し ま す 。 「 四 つ の テ ス ト を た
だ 提 唱 す る の で は な く 、 誰 も が 四 つ の テ
ス ト を 実 践 す れ ば よ り 平 和 的 世 界 が 実 現
す る で し ょ う 。 ク ラ ブ は 四 つ の テ ス ト を 創
造 的 な 方 法 で 活 用 し て く れ る 事 を 願 っ て
い ま す 」 と 掲 載 さ れ て い ま し た 。 職 業 奉
仕 倫 理 の 推 進 は 職 業 を 通 し て 社 会 貢 献
し 、 単 な る ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 に な っ て は
な ら な い と 考 え ま す 。  
職 場 訪 問 に つ い て も 検 討 中 で す 。  
 
ク ラ ブ 管 理 運 営 委 員 会  

統 括 委 員 長  宮 田 愼 吾  

 
基 本 方 針 ： 今 年 度 会 長 は 「 互 い に 親 し
み ・ 広 げ よ う 交 流 と 親 睦 」 の テ ー マ を 掲
げ 、 毎 週 必 ず 例 会 に 出 席 す る こ と を 勧 め 、
同 志 ＝ 会 員 の 親 睦 を 深 め る こ と を 推 進 し
て お り ま す 。 よ っ て ク ラ ブ 奉 仕 関 連 の 各
委 員 会 が 活 発 な 活 動 が で き ま す よ う に 支
援 し ま す 。  
活 動 計 画 ：  
1 . 出 席 委 員 会 と 連 携 し 、 出 席 率 の 更 な る
向 上 に 努 め ま す 。  
2 . プ ロ グ ラ ム 委 員 会 と 連 携 し 、 充 実 し た
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例 会 の 運 営 に 努 め ま す 。  
3 . 親 睦 活 動 委 員 会 と 連 携 し 、 さ ま ざ ま な
親 睦 活 動 が で き る よ う に 援 助 し て 、 広 く
他 ク ラ ブ と の 交 流 ま で 展 開 で き る よ う に
支 援 し ま す 。  
4 . 理 事 会 の メ ン バ ー で は な い 関 連 委 員
長 と の パ イ プ 役 を 果 た し ま す 。  
 
ク ラ ブ 奉 仕 委 員 会   委 員 長  池 田  建  

 
基 本 方 針 ： 各 委 員 会 が 活 発 に 活 動 で き
る よ う に 連 携 し 奉 仕 活 動 や 会 員 と の 交 流 、
親 睦 な ど を 行 い ま す 。  
活 動 計 画 ：  
1 . 会 員 相 互 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 活 性
化 を 図 り 楽 し い ク ラ ブ づ く り を 支 援 し ま す 。  
2 . 入 会 間 も な い 会 員 に 対 し て 様 々 な 支
援 を 行 い ま す 。  
 
出 席 委 員 会         委 員 長  納 富  修  

 
基 本 方 針 ： 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ で は 、
基 本 毎 週 金 曜 日 に 例 会 を 行 い ま す 。 例
会 へ の 出 席 を 最 重 要 視 し 、 参 加 す る こ と
で 互 い を よ く 知 り 友 情 を 深 め て い た だ け
る よ う 努 め て ま い り ま す 。  
活 動 計 画 ：  
1 . 例 会 出 席 率 の 更 な る 向 上 を 目 指 し ま
す  
2 . 例 会 欠 席 の 事 前 連 絡 を 徹 底 し ま す 。  
3 . 例 会 に お い て 出 席 率 を 発 表 し ま す 。  
例 会 欠 席 の 連 絡 は 月 曜 日 ま で に お 願 い
致 し ま す 。  

親 睦 活 動 委 員 会     委 員 長  飯 田 明 彦  

 
基 本 方 針 ： 会 員 相 互 の 親 睦 を 図 る 事 が
出 来 る よ う 、 他 の 委 員 会 と 連 携 し な が ら
活 動 し ま す 。 ま た 、 本 年 度 は 他 ク ラ ブ と
の 合 同 例 会 も 企 画 し て 参 り ま す 。  
活 動 計 画 ：  
８ / ２ ( 金 ） 直 前 会 長 ・ 幹 事 慰 労 会  
1 0 / 1 1 ( 金 ) 月 見 の 会 ( 新 入 会 員 歓 迎 会 ）  
1 2 / 2 0 ( 金 ) ク リ ス マ ス 家 族 会  
１ / ７ ( 金 ) 新 年 会  
３ / 2 8 ( 金 ) 夜 桜 会 ( 合 同 例 会 )  
５ / 1 6 ( 木 ) ～ 1 7 ( 金 ) 親 睦 旅 行  
親 睦 ゴ ル フ コ ン ペ 等 の 親 睦 行 事  
継 続 活 動 ： 会 員 ・ 令 夫 人 誕 生 日 ・ 結 婚 記
念 日 に 記 念 品 を 贈 呈  
ニ コ ニ コ ・ 友 愛 ボ ッ ク ス へ の 協 力 要 請 並
び に 受 付 ・ 管 理  
 
プ ロ グ ラ ム 委 員 会  委 員 長  佐 々 木 俊 一  

 
基 本 方 針 ： 各 例 会 を 充 実 さ せ 、 か つ 会 員
の 為 に な る 例 会 を 実 施 す る こ と に 注 力 し 、
会 員 の 方 々 と 協 力 し 時 に は 臨 機 応 変 な
対 応 を 行 い 、 楽 し い 例 会 運 営 が で き る よ
う に 努 め て 参 り ま す 。  
活 動 計 画 ：  
1 . 年 間 行 事 計 画 に 基 づ き 各 委 員 会 に 例
会 担 当 を 依 頼 す る 。  
2 . 例 会 時 間 を し っ か り 守 り 、 ス ム ー ズ な
例 会 進 行 に 努 め る 。  
3 ． Ｓ Ａ Ａ 、 親 睦 委 員 会 と 連 携 し 、 例 会 内
容 の 充 実 に 努 め る 。  
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公 共 イ メ ー ジ 委 員 会  
統 括 委 員 長  杉 山 智 基  

 
基 本 方 針 ： 安 宅 会 長 の 会 長 方 針 及 び 寺
沢 幹 事 の ク ラ ブ 運 営 方 針 に 則 り 、 八 千 代
ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 公 共 イ メ ー ジ の 向 上 に
向 け て 、 関 係 委 員 会 と 協 力 し 取 り 組 ん で
ま い り ま す 。 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 活 動 を 地
域 社 会 に 積 極 的 に 広 報 し 、 イ メ ー ジ の 向
上 に 繋 が る 様 に 活 動 し て い き ま す 。  
菊 川 ク ラ ブ 広 報 委 員 長 、 日 下 部 雑 誌 委 員
長 と 共 に 活 動 致 し ま す 。  
活 動 計 画 ：  
1 . ロ ー タ リ ー の 友 や 週 報 を 関 係 個 所 に
配 布 す る 。  
2 . S N S 等 で の 広 報 活 動 に 取 り 組 む 。  
3 . 関 係 委 員 会 と の 連 絡 調 整 を 行 う 。  
 
会 員 増 強 委 員 会    委 員 長  山 浦 恭 宏  

 
基 本 方 針 ： 会 員 増 強 と は 八 千 代 ロ ー タ リ
ー ク ラ ブ 定 款 の 中 で 掲 げ ら れ て い る 五 つ
の 目 的 の う ち の 一 つ で あ り 、 そ の 重 要 性
を 認 識 す る と 同 時 に 細 則 を 理 解 し 会 員
増 強 に 努 め ま す 。 ま た 、 会 員 増 強 活 動 を
通 じ て 会 長 テ ー マ で あ る 「 互 い に 親 し み

広 げ よ う 交 流 と 親 睦 」 の 一 助 と な る 委 員
会 活 動 を 積 極 的 に 行 い ま す 。  
会 員 増 強 ： 現 会 員 の 皆 様 か ら 適 任 者 の
推 薦 及 び 情 報 提 供 を 頂 き 、 入 会 候 補 者
名 簿 を ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ し 会 員 拡 大 に 繋
げ ま す 。  
会 員 選 考 ： 入 会 候 補 者 に 対 し て は 会 員 と
し て の 適 性 を 知 る 為 、 会 員 に 計 る と 共 に
細 則 に 照 ら し 実 施 致 し ま す 。  
職 業 分 類 ： 入 会 者 に 対 し て は 適 切 な 職
業 の 分 類 を 実 施 致 し ま す 。  
 
～ ニ コ ニ コ B O X ～     ￥ 2 8 , 0 0 0 -  
 
☆ お 祝 い あ り が と う ご ざ い ま す 。  江 口  
☆ 本 日 は よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  

八 千 代 中 央 R C 島 田 様 ・ 遠 藤 様  
☆ 八 千 代 中 央 R C 島 田 会 長 、 遠 藤 幹 事  

よ う こ そ 八 千 代 R C へ ☆  
風 間 ・ 伊 藤 ・ 杉 ・ 日 下 部 ・ 中 島 貞 好 ・ 花 島  
江 頭 ・ 君 塚 ・ 安 宅 ・ 山 浦  
☆ 活 動 計 画 発 表 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
山 浦 ・ 池 田 ・ 佐 久 間  
☆ 八 ヶ 岳 ゴ ル フ 晴 天 の 中 プ レ ー 出 来 ま し
た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  遠 藤  
☆ 八 ヶ 岳 ゴ ル フ お 世 話 に な り ま し た 。  
植 村 ・ 中 島 仁 ・ 中 村  
☆ 八 ヶ 岳 １ 日 目 優 勝 し ま し た 。  中 村  
☆ 長 い 間 欠 席 し ま し た 。  宮 野  
 
～ 友 愛 B O X ～       ￥ 1 6 , 0 0 0 -  

 
☆ 妻 に お 祝 い あ り が と う ご ざ い ま す 。 私 が
代 わ り に 受 取 り お 礼 申 し 上 げ ま す 。 菊 川  
☆ 八 千 代 中 央 R C 島 田 様 、 遠 藤 様  

よ う こ そ 八 千 代 R C へ ☆  
稲 山 ・ 朝 戸 ・ 三 井 ・ 佐 野  
☆ 最 近 い つ も 雨 降 り 例 会 の 様 な 。 。 三 井  
☆ 安 宅 会 長 、 寺 沢 幹 事  

1 年 間 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  古 川  
☆ 八 ヶ 岳 ゴ ル フ お 土 産 あ り が と う 。  渡 邊  
☆ 八 ヶ 岳 ゴ ル フ お 疲 れ 様 で し た 。  杉 山  
☆ 今 年 １ 年 よ ろ し く お 願 い し ま す 。 久 土 地  
☆ 月 曜 日 に 熱 中 症 に な り か け ま し た 。  
皆 さ ま く れ ぐ れ も お 気 を つ け 下 さ い 。 納 富  
☆ 早 退 し ま す 。  栗 原

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館       ７ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ６ １ -  

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

７ / 1 2  ５ ４  ５ ０  ４ ７  9 4 . 0 0  

■クラブ広報委員会  委員 長 :  菊 川秀明  副委員長 :佐 久間勇治  
■ 出 席 委 員 長  納 富  修 ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 月 曜 日 迄 に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
■例会場 : ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ (〒2 7 6 - 0 0 4 9 八千代市緑が丘 1 - 1 - 1 公園都市プラザ 1F : F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


